
報告事項（１） 

(財)財務会計基準機構の Web サイトに掲載した情報は、著作権法及び国際著作権条約をはじめ、その他の無体

財産権に関する法律並びに条約によって保護されています。許可なく複写・転載等を行うことはこれらの法律により

禁じられています。 

第７３回ＩＡＳＢ会議報告（１１／１３～１１／１６）：要旨 

 

 

１． 国際会計基準審議会（ＩＡＳＢ）の第７３回会議が､２００７年１１月１３日から

１６日までの４日間、ロンドンのＩＡＳＢ本部で開催された｡会議には､審議会メン

バー１３名が出席した（１名は欠員）｡ 

 

２． 今回の会議での検討事項は次の通り。 

① 企業結合（適用開始日を２００９年１月１日から７月１日に変更） 

② 財務諸表の表示 

(a) キャッシュ・フロー計算書関連（直接法を選好するが、費用対効果を勘案し

た方法（間接的直接法）の検討 

(b) キャッシュ・フロー計算書と包括利益計算書との間の調整表（収益に影響し

ないキャッシュ・フロー、発生主義及びシステマティックな配分、反復する

評価損益及び反復項目以外の再測定） 

(c) 小計及び合計 

③ 収益認識（測定モデルの検討） 

④ 公正価値測定 

基準ごとの検討を行う前提として、現在入口価値及び現在出口価値の定義を検討し、

暫定的に合意。 

⑤ 概念フレームワーク（測定フェーズの今後の取り進め方） 

⑥ 保険会計（保険契約者の会計処理は、ディスカッション・ペーパーを公表する

ことなく、公開草案の中に織り込む） 

⑦ そのほか、プットできる金融商品、関連当事者取引の開示などが議論された。 

 

３． 教育セッションでは連結が取り上げられ、連結の範囲を、ＳＰＥも含め、単一の支

配モデルを用いて決定するという方向でスタッフが準備をしていることが紹介さ

れ、議論が行われた。 

 

 

以 上 


